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Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
、
今
年
度
の
最
終

的
な
損
益
が
４
１
８

０
億
の
赤
字
に
な
る

と
発
表
し
た
。
Ｊ
Ｒ

各
社
も
中
間
決
算
を

発
表
し
て
お
り
、
こ

の
ペ
ー
ス
で
１
年
間
積
み
上
げ
て

い
け
ば
、
Ｊ
Ｒ
各
社
の
合
計
の
赤

字
が
、
お
お
よ
そ
１
兆
３
千
億
円

と
予
想
さ
れ
る
▼
国
鉄
最
終
年
の

１
９
８
６
年
の
単
年
度
の
赤
字
が

１
兆
３
８
１
８
億
円
。
現
在
と
赤

字
額
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
当
時
は
、

借
金
の
利
息
が
１
兆
１
２
５
３
憶

円
で
あ
り
、
利
子
を
除
け
ば
赤
字

が
５
６
５
億
円
に
縮
小
さ
れ
る
。

旅
客
収
入
は
、
１
９
８
６
年
度
、

３
兆
２
６
９
億
円
。
テ
レ
ワ
ー
ク

が
浸
透
し
て
い
る
今
年
度
は
、
２

兆
円
台
に
と
ど
ま
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
現
在
の
状
況
は
、
１
９
８

６
年
度
よ
り
、
か
な
り
深
刻
な
状

況
で
あ
る
と
言
え
る
▼
こ
の
よ
う

な
中
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
幹
部
は
、

「
来
年
度
は
、
か
な
ら
ず
黒
字
に

す
る
」
と
表
明
し
た
。
収
入
が
見

込
め
な
い
中
、
黒
字
に
す
る
に
は
、

人
件
費
に
も
手
を
付
け
ざ
る
を
得

な
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
経
営
状
況
が
深
刻
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
職
場
は
ど
こ
か
他
人
事

で
無
関
心
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

背
景
に
は
、
組
合
の
組
織
率
の
低

下
が
影
響
し
て
お
り
、
会
社
以
外

の
情
報
が
な
い
こ
と
だ
と
思
う
▼

33
年
前
の
分
割
民
営
化
闘
争
の
時

は
、
私
達
は
、
毎
日
ど
こ
か
に
集

ま
り
、
学
習
や
交
流
会
な
ど
を
行

い
、
学
び
あ
っ
た
。
時
に
は
、
仲

間
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
夜
遅
く

ま
で
議
論
し
た
。
そ
ん
な
経
験
の

お
か
げ
で
、
今
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。
い
よ
い
よ
私
た
ち
の
出
番

で
あ
る
。
今
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
、
若
手
に
、
社
会
の
こ
と
、
会

社
の
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で

働
き
か
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
若
手
社
員
が
真
剣
に

今
の
職
場
状
況
、
今
後
の
こ
と
を
考

え
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
（
横
）

　　

＝コロナ禍の中５０人の参加で開催された＝

　
地
方
本
部
は
、
第
76
回
定
期
地
方
大
会
を
10
月
18
日
に
盛
岡
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
リ
リ
オ
で
関
係
者
50
人
が
参

加
の
中
開
催
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
問
題
も
あ
り
、
来
賓
は
出
席
を
要
請
せ
ず
メ
ッ
セ
ー
ジ
対
応
と
し
、
最
小
限
の
参
加
者

と
し
た
。

　
大
会
で
は
、
会
社
施
策
の
問
題
点
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
問
題
、
出
向
先
や
関
連
会
社
労
働
者
な
ど
を
含
め
た
労
働
条
件
の
改
善
問
題
、
地

域
分
会
結
成
な
ど
組
織
体
制
の
問
題
と
合
わ
せ
て
の
組
織
強
化
・
拡
大
な
ど
に
つ
い
て
10
人
の
代
議
員
（
特
別
代
議
員
含
む
）
が
発
言
し

議
論
が
行
わ
れ
た
。

　
そ
し
て
向
か
う
一
年
間
は
、
労
組
未
加
入
者
の
組
織
化
を
含
め
た
組
織
強
化
・
拡
大
、
正
常
な
労
使
関
係
の
確
立
、
労
働
条
件
の
改
善

と
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
、
地
方
交
通
線
の
維
持
存
続
、
雇
用
の
確
保
、
反
差
別
、
脱
原
発
の
運
動
を
強
化
し
平
和
と
民
主
主
義
を
守

る
立
場
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
課
題
の
取
り
組
み
を
確
認
し
た
。
全
組
合
員
で
運
動
を
展
開
し
て
い
こ
う
。

　

大
会
は
、
９
時
40
分
に
佐
々
木

政
志
執
行
副
委
員
長
の
開
会
挨
拶

で
始
ま
り
、
代
議
員
25
人
中
24
人

の
出
席
と
地
方
本
部
役
員
の
出
席

（
沖
田
司
男
会
計
監
査
員
欠
席
）

を
確
認
し
大
会
が
成
立
し
て
い
る

こ
と
を
宣
言
。
大
会
議
長
に
川
田

琢
治
代
議
員
（
青
森
施
設
分
会
）
、

副
議
長
に
浮
中
明
代
議
員
（
盛
岡

電
気
分
会
）
を
選
出
。
代
表
し
川

田
議
長
か
ら
就
任
挨
拶
を
受
け
進

め
ら
れ
た
。

【
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

◇

　

平
和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー
、

岩
手
県
交
通
運
輸
産
業
労
働
組
合

協
議
会
、
社
会
民
主
党
岩
手
県
連

合
、
日
本
共
産
党
岩
手
県
委
員
会
、

東
北
労
働
金
庫
岩
手
県
本
部
、
こ

く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
岩
手
推
進

本
部
、
一
般
財
団
法
人
ハ
ピ
ネ
ス

共
済
会
、
自
治
労
岩
手
県
本
部
、

岩
手
県
教
職
員
組
合
、
岩
手
県
高

等
学
校
教
職
員
組
合
、
岩
手
県
交

通
労
働
組
合
、
全
自
交
岩
手
県
地

方
本
部
、
全
水
道
盛
岡
水
道
労
働

組
合
、
林
野
労
組
岩
手
県
協
議
会
、

全
農
林
労
働
組
合
岩
手
県
協
議
会
、

東
北
労
働
金
庫
労
働
組
合
岩
手
県

支
部
、
全
労
済
労
働
組
合
北
海

道
・
東
北
支
部
岩
手
分
会
、
全
日

本
運
輸
産
業
労
働
組
合
岩
手
県
連

合
会
、
鉄
道
退
職
者
の
会
盛
岡
地

方
連
合
会
、
国
労
関
係
（
東
日
本

本
部
、
東
北
協
議
会
、
秋
田
・
仙

台
・
水
戸
・
新
潟
・
高
崎
・
長

野
・
東
京
・
千
葉
の
各
地
方
本
部
、

家
族
会
盛
岡
地
方
連
合
会
）

　

方
針
の
討
論
で
は
、
10
人
の
代

議
員
（
特
別
代
議
員
含
む
）
が
発

言
し
た
。
要
旨
は
次
の
通
り
。

◇

◎
小
原
典
昭
代
議
員

（
青
森
駅
連
合
分
会
）

▽
「
新
た
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
」
で
乗
務
員
職
場
か
ら
駅
に

発
令
さ
れ
て
い
る
。
現
場
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
く
、

管
理
者
も
戸
惑
い
を
感
じ
て
い
る
。

▽
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
東
日
本

会
社
の
夏
季
手
当
は
減
に
。
年
末

手
当
は
２
・
６
ヶ
月
の
要
求
を
提

出
し
て
い
る
。
要
求
額
が
下
げ
ら

れ
な
い
よ
う
東
日
本
本
部
を
応
援

し
て
い
き
た
い
。

▽
「
休
業
指
示
」
に
つ
い
て
し
っ

か
り
し
た
内
容
が
知
り
た
い
。

◎
阿
部
一
久
特
別
代
議
員

（
青
森
支
部
）

▽
青
森
運
輸
区
の
廃
止
に
伴
い
５

人
の
組
合
員
が
秋
田
支
社
へ
異
動
。

５
人
と
も
青
森
市
在
住
で
、
再
雇

用
先
は
青
森
地
区
を
希
望
し
て
い

る
。
青
森
へ
戻
れ
る
取
り
組
み
を

お
願
い
し
た
い
。

◎
中
村
祐
幸
代
議
員

（
北
上
工
務
分
会
）

▽
10
月
３
日
、
駅
連
合
・
工
務
分

会
を
統
合
し
て
北
上
域
分
会
が
結

成
さ
れ
た
。
今
後
、
運
動
を
新
た

に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

▽
エ
ル
ダ
ー
雇
用
に
つ
い
て
、
ユ

ニ
オ
ン
釜
石
を
廃
止
し
遠
野
に
数

人
配
置
と
い
う
噂
も
あ
る
。
再
雇

用
先
が
先
細
り
に
な
り
、
エ
ル
ダ

ー
を
選
択
し
な
い
人
も
出
て
く
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
。
再
雇
用
先

確
保
の
取
り
組
み
お
願
い
し
た
い
。

▽
組
織
も
減
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

若
い
社
員
へ
声
掛
け
を
行
い
、
組

織
拡
大
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

◎
小
松
成
二
特
別
代
議
員

（
一
関
地
区
協
議
会
）

▽
コ
ロ
ナ
関
係
で
延
び
て
い
た
が
、

運
輸
・
工
務
分
会
を
統
合
し
て
一

関
地
域
分
会
を
10
月
９
日
に
結
成

し
た
。
陸
前
高
田
・
気
仙
沼
地
区

も
含
ま
れ
る
。
地
域
共
闘
の
進
め

方
を
指
導
し
て
欲
し
い
。

▽
70
人
の
分
会
と
な
る
が
仲
間
意

識
を
持
ち
、
交
流
会
な
ど
を
開
催

し
組
織
拡
大
に
も
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
。

◎
近
藤
信
博
代
議
員

（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

〈
裏
面
へ
続
く
〉

　

最
初
に
沢
田
光
広
執
行
委
員
長

が
地
方
執
行
委
員
会
を
代
表
し
挨

拶
（
別
掲
）
。
そ
の
後
、
横
内
俊

博
執
行
委
員
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹

介
と
大
会
日
程
を
説
明
。
及
川
孝

執
行
委
員
が
大
会
期
日
の
延
期
承

認
を
提
案
、
承
認
さ
れ
、
地
方
委

員
選
出
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員
会

の
設
置
の
提
案
も
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
菊
池
要
悦
書
記
長
が
協

約
・
協
定
締
結
を
提
案
し
承
認
さ

れ
、
工
藤
則
彦
選
挙
管
理
委
員
長

（
花
輪
線
地
域
分
会
）
か
ら
の
地

方
委
員
11
人
の
告
示
後
、
菊
池
書

記
長
が
２
０
１
９
年
度
の
経
過
報

告
と
２
０
２
０
年
度
の
運
動
方
針

（
案
）
の
提
案
を
行
い
、
横
内
執

行
委
員
か
ら
修
正
動
議
の
取
り
扱

い
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。
引
き
続

き
、
袰
岩
哲
彦
執
行
副
委
員
長
か

ら
の
２
０
１
９
年
度
決
算
報
告
が

提
案
・
承
認
さ
れ
、
佐
々
木
力
特

別
執
行
委
員
が
盛
岡
国
労
会
館
の

事
業
報
告
。
佐
々
木
執
行
副
委
員

長
が
組
織
検
討
委
員
会
答
申
を
行

い
承
認
さ
れ
昼
食
休
憩
に
入
っ
た
。

　

昼
食
後
、
方
針
の
討
論
に
入
り
、

エ
ル
ダ
ー
社
員
問
題
、
分
会
組
織

体
制
、
会
社
施
策
問
題
な
ど
に
つ

い
て
10
人
の
代
議
員
が
発
言
（
要

旨
別
掲
）
、
執
行
部
の
中
間
答
弁

（
裏
面
掲
載
）
と
菊
池
書
記
長
の

集
約
答
弁
（
裏
面
掲
載
）
が
行
わ

れ
、
拍
手
で
方
針
が
原
案
通
り
確

立
さ
れ
た
。
次
に
袰
岩
執
副
委
員

長
が
２
０
２
０
年
度
予
算
（
案
）

を
提
案
し
承
認
さ
れ
、
組
織
検
討

委
員
会
の
設
置
も
確
認
、
ス
ト
ラ

イ
キ
権
確
立
一
票
投
票
が
行
わ
れ

た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
権
は
、
出
席
代

議
員
24
人
全
員
の
賛
成
で
確
立
さ

れ
た
。

　

大
会
も
大
詰
め
を
む
か
え
地
方

委
員
の
選
出
、
機
関
紙
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
と
進
み
、
大
会
宣
言
を
横

内
執
行
委
員
が
読
み
上
げ
提
案
、

採
択
。
浮
中
明
副
議
長
が
退
任
挨

拶
、
袰
岩
執
行
副
委
員
長
が
議
長

団
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
閉
会
の
挨

拶
。
最
後
に
沢
田
執
行
委
員
長
の

音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三
唱

し
閉
会
し
た
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
は
、
景
気
を
よ
り
悪

化
さ
せ
、
働
く
者
た
ち
に
も
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
一
方

富
裕
層
は
ま
す
ま
す
富
を
上
積
み

し
、
貧
困
と
格
差
は
拡
が
っ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
情
勢
下
の
９
月

16
日
、
第
99
代
総
理
大
臣
に
菅
義

偉
氏
が
指
名
さ
れ
た
。
安
倍
政
権

を
継
承
す
る
と
明
言
し
て
お
り
、

ア
メ
リ
カ
と
一
体
と
な
っ
て
の
戦

争
す
る
国
づ
く
り
、
大
企
業
や
富

裕
層
を
優
遇
し
格
差
と
貧
困
を
拡

大
す
る
政
策
が
続
く
こ
と
は
必
至

で
あ
る
。
日
本
学
術
会
議
の
推
薦

人
名
簿
か
ら
６
人
を
排
除
す
る
と

い
う
暴
挙
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

菅
政
権
も
安
倍
政
権
同
様
、
強
権

政
治
で
あ
る
。
私
た
ち
は
引
き
続

き
、
平
和
と
民
主
主
義
、
憲
法
を

守
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
を
目
指
す
政
治
勢
力
の
拡

大
を
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
２
０
２
０
年
度

の
連
結
通
期
予
想
を
４
１
８
０
億

円
の
赤
字
と
発
表
し
た
。
こ
の
困

難
な
情
勢
を
克
服
す
る
た
め
に

「
変
革
２
０
２
７
」
実
現
の
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
を
明
言
し
、
今
後
、

新
技
術
を
取
り
入
れ
、
各
系
統
の

効
率
化
を
矢
継
ぎ
早
に
展
開
す
る

と
し
て
い
る
。
こ
の
施
策
に
対
し

労
働
組
合
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
い

る
。
貨
物
会
社
で
は
「
新
人
事
・

賃
金
」
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
管

理
者
の
目
を
気
に
し
、
職
場
の
社

員
一
人
ひ
と
り
が
疑
心
暗
鬼
に
陥

っ
て
い
る
な
ど
職
場
の
雰
囲
気
が

一
変
し
た
。
私
た
ち
は
、
職
場
に

お
け
る
問
題
を
掘
り
起
こ
し
、
課

題
を
明
ら
か
に
し
て
、
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

会
社
施
策
の
急
激
な
実
施
や
変

更
は
、
労
働
者
に
多
く
の
不
安
や

不
満
を
抱
か
せ
て
い
る
。
そ
こ
が

組
織
拡
大
へ
の
大
き
な
足
掛
か
り

で
あ
る
。
東
日
本
本
部
に
お
い
て

は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
に
働
く
20

代
・
30
代
の
青
年
や
女
性
が
、
労

働
組
合
の
必
要
性
を
訴
え
、
加
入

へ
と
結
び
付
け
て
き
て
い
る
。

　

私
た
ち
は
７
月
11
日
に
第
14
回

組
織
強
化
拡
大
対
策
会
議
を
開
催

し
た
。
会
議
に
は
、
組
合
未
加
入

社
員
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
る
組

合
員
が
出
席
し
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
報
告
し
て
も
ら
い
、
お

互
い
が
学
び
あ
っ
た
。
若
い
社
員

が
抱
え
て
い
る
「
会
社
施
策
へ
の

不
安
と
不
満
」
に
、
寄
り
添
い
、

一
緒
に
悩
み
、
解
消
に
向
け
お
互

い
に
考
え
あ
う
こ
と
を
大
切
に
し

て
、
「
国
労
で
一
緒
に
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
。
国
労
に
加
入
し
て
下

さ
い
」
と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。　

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況
下
、
私

た
ち
の
運
動
は
制
約
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
が
、
多
岐
に
わ
た
る

課
題
を
取
り
組
む
運
動
を
止
め
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
「
２
０
２

０
年
度
運
動
方
針
」
の
確
立
と
、

国
労
盛
岡
地
方
本
部
に
結
集
す
る

組
合
員
・
家
族
が
一
丸
と
な
っ
て
、

組
織
拡
大
を
は
じ
め
と
す
る
闘
い

に
全
力
を
あ
げ
て
い
こ
う
。

労働条件の改善、組織の拡大に全力
＝平和と民主主義を守る取り組みも確認＝

「
川
田
琢
治
、
浮
中
明
」
議
長
団
で
進
行

多
く
の
団
体
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
届
く

沢
田
委
員
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

職
場
の
実
態
や
組
織
体
制
問
題

エ
ル
ダ
ー
、
出
向
関
連
で
議
論

＝
代
議
員
・
特
別
代
議
員
10
人
が
発
言
＝
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〈
表
面
か
ら
続
く
〉

▽
矢
幅
駅
に
は
リ
ビ
ッ
ト
の
プ
ロ

パ
ー
社
員
６
人
い
る
が
、
賃
金
を

は
じ
め
労
働
条
件
は
け
っ
し
て
高

く
な
い
。
改
善
に
向
け
、
我
々
と

し
て
も
運
動
を
作
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
。

▽
「
日
勤
」
主
体
の
エ
ル
ダ
ー
社

員
も
い
る
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

下
が
る
だ
け
に
、
培
っ
た
知
識
・

技
能
を
発
揮
さ
せ
る
取
り
組
み
を
。

▽
盛
岡
地
区
も
地
域
分
会
に
向
け

協
議
を
重
ね
て
い
る
。
地
域
分
会

化
で
役
員
へ
の
負
担
が
大
き
く
な

る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
も
、
風

通
し
の
良
い
分
会
作
り
が
大
切
だ
。

◎
殿
村
祝
詞
代
議
員

（
八
戸
運
輸
区
分
会
）

▽
「
新
た
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
」
で
支
社
兼
務
発
令
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
結
果
、
職
場
で
は

休
日
出
勤
も
発
生
し
て
い
る
。

▽
若
い
社
員
や
他
労
組
の
若
い
人

の
話
の
聞
き
取
り
が
出
来
て
い
な

い
。
声
を
か
け
て
い
き
た
い
。

▽
エ
ル
ダ
ー
配
属
に
あ
た
っ
て
は

通
勤
を
考
慮
し
、
地
元
配
置
を
お

願
い
し
た
い
。

◎
奥
山
力
特
別
代
議
員

（
八
戸
地
区
協
議
会
）

▽
八
戸
地
区
で
も
地
域
分
会
結
成

を
検
討
し
て
い
る
。
旧
分
会
を
班

と
し
て
し
っ
か
り
位
置
づ
け
て
の

取
り
組
み
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

11
月
中
に
役
員
会
を
開
き
、
来
年

の
年
初
め
に
地
域
分
会
結
成
を
考

え
て
い
る
。

◎
工
藤
慎
一
特
別
代
議
員

（
北
上
地
区
協
議
会
）

▽
10
月
３
日
に
北
上
地
域
分
会
を

結
成
し
た
。
職
場
、
班
活
動
を
大

切
に
運
動
進
め
て
行
き
た
い
。

▽
自
分
は
ユ
ニ
オ
ン
に
出
向
し
、

そ
の
ま
ま
エ
ル
ダ
ー
発
令
に
な
っ

た
。
プ
ロ
パ
ー
も
８
人
い
る
が
仕

事
が
忙
し
く
、
年
休
を
年
６
〜
７

日
し
か
取
れ
て
い
な
い
。
ユ
ニ
オ

ン
、
仙
建
工
業
の
問
題
だ
け
で
な

く
、
人
を
増
や
し
、
働
き
や
す
い

職
場
を
求
め
る
取
り
組
み
を
お
願

い
し
た
い
。

◎
工
藤
則
彦
代
議
員

（
花
輪
線
地
域
分
会
）

▽
出
向
先
会
社
で
夜
勤
帰
り
に
交

通
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

▽
地
本
工
務
協
の
役
員
を
し
て
い

る
。
エ
ル
ダ
ー
発
令
や
退
職
に
伴

う
役
員
体
制
、
引
継
ぎ
に
悩
ん
で

い
る
。

◎
佐
藤
徳
彦
特
別
代
議
員

（
電
気
協
議
会
）

▽
電
気
の
新
幹
線
職
場
が
作
ら
れ

た
が
、
事
故
や
問
題
点
が
多
く
出

て
い
る
。
ル
ー
ル
と
内
容
が
わ
か

ら
な
い
管
理
者
が
多
く
い
る
。
広

域
化
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
東

京
か
ら
帰
れ
な
い
社
員
も
い
る
。

社
友
会
も
５
月
に
で
き
、
若
い
社

員
が
加
入
し
て
い
る
。

▽
Ｗ
ｅ
ｂ
で
職
場
代
表
者
選
挙

実
施
。
職
場
に
お
け
る
投
票
結
果

の
全
体
化
を
求
め
る
。

▽
電
気
協
議
会
の
議
長
を
や
っ
て

い
る
。
今
後
の
職
協
の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
え
方
を
示
し
て
欲
し
い
。

○
職
場
で
の
若
い
社
員
と
の
関
わ

り
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

と
思
う
。
グ
ル
ー
プ
会
社
を
含
め
、

多
く
の
職
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
過
で
厳

し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
知
恵
を

出
し
合
い
進
め
て
い
こ
う
。

○
北
上
、
一
関
と
地
域
分
会
が
結

成
さ
れ
た
。
職
域
分
会
が
基
本
と

考
え
る
が
、
現
実
的
に
は
難
し
い

だ
け
に
、
地
域
分
会
化
を
選
択
。

盛
岡
・
八
戸
・
青
森
に
つ
い
て
も

取
り
組
み
を
進
め
て
行
く
こ
と
に

な
る
が
、
分
会
・
班
・
職
場
で
議

論
を
深
め
、
結
成
後
も
分
会
内
で

の
「
集
ま
る
場
」
作
り
を
進
め
て

欲
し
い
。
ま
た
、
地
域
分
会
化
の

推
進
と
そ
れ
に
伴
う
地
域
共
闘
は

支
部
の
指
導
も
重
要
で
あ
る
。

○
「
新
た
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
」
は
希
望
す
る
社
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
活
か
す
制
度
。
少

な
く
と
も
労
務
対
策
の
一
環
と
し

て
の
施
策
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

職
場
に
お
け
る
課
題
は
職
場
で
取

り
組
み
、
そ
こ
で
解
決
し
な
け
れ

ば
上
部
機
関
へ
と
の
流
れ
が
基
本
。

現
場
長
・
管
理
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
を
大
切

に
し
て
い
く
。

○
年
末
手
当
の
獲
得
に
向
け
、
東

日
本
本
部
の
指
示
に
基
づ
き
、
地

方
で
も
支
社
に
「
要
請
書
」
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

○
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
け
る
「
休
業

指
示
」
は
東
日
本
本
部
業
務
連
絡

報
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
等
に
詳
細

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
勤
務
指
定

段
階
に
お
け
る
会
社
の
指
定
で
あ

り
、
任
意
に
求
め
る
も
の
で
は
な

い
。
国
労
と
し
て
は
、
「
公
平
・

公
正
」
な
扱
い
を
求
め
て
い
る
。

○
再
雇
用
制
度
は
、
法
的
に
は

「
再
雇
用
を
希
望
す
る
労
働
者
を

雇
用
す
る
制
度
の
構
築
」
等
を
使

用
者
に
義
務
付
け
し
て
い
る
も
の
。

法
の
趣
旨
に
則
り
、
再
雇
用
者
が

働
き
甲
斐
を
持
つ
中
で
働
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
求
め
て
い
き
た
い
。

特
に
、
秋
田
支
社
へ
異
動
と
な
っ

た
組
合
員
に
つ
い
て
は
、
本
人
希

望
の
実
現
に
向
け
、
秋
田
地
方
本

部
と
の
連
携
を
強
め
て
い
く
。

○
リ
ビ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
現
在
、

労
使
間
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
協

約
の
締
結
に
向
け
て
東
日
本
本
部

を
中
心
に
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
労
働

条
件
改
善
は
、
東
日
本
本
部
と
も

連
携
し
取
り
組
ん
で
行
く
。

○
出
向
先
の
課
題
に
つ
い
て
、
施

策
に
よ
る
出
向
だ
け
に
、
Ｊ
Ｒ
に

責
任
を
持
た
せ
る
意
味
で
Ｊ
Ｒ
を

通
じ
て
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
指
導
を

求
め
て
き
た
。
引
き
続
き
そ
の
立

場
で
取
り
組
み
、
出
向
先
の
実
態

に
つ
い
て
窓
口
へ
伝
え
た
い
。

○
職
能
別
協
議
会
の
役
員
体
制
は

大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、
56
・
57

歳
の
組
合
員
と
一
緒
に
作
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
職
協
組

織
の
展
望
に
つ
い
て
は
上
部
機
関

と
も
相
談
を
す
る
中
か
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

○
新
幹
線
統
括
本
部
関
係
は
直
接

交
渉
で
き
な
い
が
、
実
態
や
問
題

点
に
つ
い
て
報
告
を
。
東
日
本
本

部
と
連
携
し
、
取
り
組
ん
で
行
く
。

【
労
働
条
件
改
善
・
権
利
確
立
、
安

　

全
・
安
定
の
輸
送
確
立
の
闘
い
】

  

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い
て
は
「
時

間
軸
」
「
ス
ピ
ー
ド
感
」
を
強
調

し
、
矢
継
ぎ
早
に
施
策
の
提
案
・

実
施
を
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

職
場
の
あ
り
方
、
社
員
の
働
き
方

が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ

貨
物
に
お
い
て
は
、
昨
年
４
月
の

「
新
人
事
・
賃
金
制
度
」
導
入
で
、

労
働
者
間
の
競
争
・
分
断
が
煽
ら

れ
て
い
る
。
制
度
が
持
つ
課
題
を

明
ら
か
に
す
る
中
で
、
公
平
・
公

正
な
運
用
を
求
め
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
安
全
・
安

定
」
輸
送
確
立
の
た
め
に
も
、
労

組
未
加
入
者
、
他
労
組
組
合
員
を

も
巻
き
込
み
、
「
仕
事
総
点
検
運

動
」
「
安
全
総
点
検
運
動
」
を
取

り
組
み
、
会
社
施
策
を
検
証
す
る

中
か
ら
、
課
題
解
決
に
向
け
職

協
・
分
会
と
連
携
を
強
め
て
い
く
。

【
地
方
交
通
線
の
維
持
・
存
続
、
公
共

　

交
通
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
】

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
地

方
に
お
け
る
輸
送
モ
ー
ド
を
ど
う

し
て
い
く
の
か
は
、
重
要
な
問
題

で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
よ
る
支

援
は
重
要
で
あ
り
、
新
幹
線
か
ら

の
継
続
し
た
送
客
を
求
め
て
い
く
。

環
境
問
題
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を

考
え
た
場
合
、
「
高
速
・
大
量
輸

送
」
に
適
し
た
鉄
道
へ
の
シ
フ
ト

が
重
要
で
あ
る
。
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て

銀
河
鉄
道
・
青
い
森
鉄
道
は
地
域

住
民
の
足
で
あ
る
と
同
時
に
本
州

と
北
海
道
を
結
ぶ
物
流
の
大
動
脈

で
も
あ
り
、
維
持
・
存
続
に
向
け

公
的
な
支
援
必
要
で
あ
る
。
「
総

合
交
通
政
策
」
実
現
に
向
け
、
各

県
交
運
労
協
を
通
じ
取
り
組
ん
で

行
く
。

【
組
織
強
化
・
拡
大
の
闘
い
】

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
東
労
組
瓦

解
で
社
員
の
７
割
以
上
が
労
組
未

加
入
の
状
況
に
あ
る
。
業
務
量
の

増
加
や
社
員
管
理
が
強
ま
る
中
で
、

自
身
の
不
平
・
不
満
・
不
安
を
国

労
分
会
役
員
に
託
す
若
手
社
員
も

い
る
。
こ
う
し
た
声
を
私
た
ち
は

丁
寧
に
拾
い
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
お
い
て
は
昨

年
４
月
に
新
人
事
・
賃
金
制
度
が

導
入
さ
れ
、
社
員
間
の
競
争
と
管

理
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
差

別
を
許
さ
ず
、
恣
意
的
な
人
事
考

課
を
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
国
労

組
合
員
の
声
を
大
き
く
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
部
が
提

起
し
た
「
５
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
組

合
員
一
人
ひ
と
り
の
も
の
と
し
、

組
織
・
運
動
・
財
政
を
継
承
す
る

た
め
に
も
、
組
織
拡
大
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
全
体
で
確
認

し
合
い
た
い
。

　

７
月
11
日
に
開
催
し
た
「
第
14

回
組
織
拡
大
対
策
会
議
」
で
は
、

職
場
で
若
手
社
員
と
関
り
を
持
つ

組
合
員
に
も
参
加
を
し
て
、
率
直

な
意
見
交
換
が
で
き
た
。
全
組
合

員
が
「
当
事
者
意
識
」
を
持
つ
中

で
、
「
も
う
一
人
の
青
年
、
も
う

一
人
の
女
性
」
の
拡
大
に
全
力
を

挙
げ
よ
う
。
地
方
本
部
は
そ
の
先

頭
に
立
つ
決
意
で
あ
る
。

【
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘
い
】

　

９
月
16
日
、
菅
前
官
房
長
官
が

新
た
な
首
相
に
選
出
さ
れ
た
。
菅

首
相
は
「
安
倍
政
治
」
を
継
承
す

る
と
し
て
い
る
。
立
憲
野
党
と
市

民
の
連
携
を
強
め
る
中
で
、
改
憲

発
議
を
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
強

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
政
治
に
無
関
心
な
労
組
未

加
入
者
が
増
え
る
中
で
、
職
場
や

社
会
の
矛
盾
に
つ
い
て
労
働
者
目

線
で
の
学
習
と
議
論
を
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
来
年
は
、

一
関
市
議
会
議
員
選
挙
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
来
年
10
月
に

は
衆
議
院
議
員
の
任
期
が
満
了
と

な
り
、
こ
の
一
年
間
で
の
解
散
・

総
選
挙
は
必
至
で
あ
る
。
組
織
内

候
補
の
勝
利
は
も
と
よ
り
、
平
和

と
民
主
主
義
を
守
る
た
め
、
政
治

闘
争
を
強
め
て
行
く
。

【
最
後
に
】

　

組
織
の
現
状
は
大
変
厳
し
い
も

の
が
あ
る
。
し
か
し
、
展
望
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ

過
で
見
え
て
き
た
職
場
の
課
題
を

取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
ず

や
労
働
組
合
の
必
要
性
に
気
づ
い

て
く
れ
る
と
確
信
す
る
。
そ
れ
を

早
め
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
運
動
・
取
り
組
み
に
掛

か
っ
て
い
る
。
「
遊
び
心
」
を
持

ち
、
し
な
や
か
に
、
そ
し
て
大
胆

に
運
動
を
進
め
よ
う
。

２
０
２
０
年
度
地
方
委
員
に
次

の
11
人
が
選
出
さ
れ
た
。

　
　
　

◇

▽
盛
岡
支
部
７
人

　
　
　

◇

近
藤　

信
博
（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

西
野　

利
行
（
盛
岡
運
輸
区
分
会
）

浮
中　

明
（
盛
岡
電
気
分
会
）

石
川　

博
勝
（
盛
岡
貨
物
分
会
）

上
村　

義
光
（
一
戸
地
域
分
会
）

中
村　

祐
幸
（
北
上
地
域
分
会
）

千
葉　

明
告
（
一
関
地
域
分
会
）

▽
青
森
支
部
４
人

　
　
　

◇

小
原　

典
昭
（
青
森
駅
連
合
分
会
）

川
田　

琢
治
（
青
森
施
設
分
会
）

横
浜　

幸
徳
（
野
辺
地
三
沢
地
域
分
会
）

加
藤　

寿
（
八
戸
貨
物
分
会
）

　

大
会
で
は
、
２
０
１
９
年
度
の

地
方
本
部
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
も
行
わ
れ
た
。

　

今
年
度
は
応
募
作
品
が
２
点
と

な
っ
た
。
審
査
結
果
、
表
彰
は
次

の
通
り
。

◇

☆
最
優
秀
賞

「
可
動
橋
」

　

青
森
駅
連
合
分
会

☆
優
秀
賞

「
電
気
も
り
も
り
」

　

盛
岡
電
気
分
会

　

大
会
後
、
地
方
執
行
委
員
会
は
、

第
１
回
執
行
委
員
会
を
開
催
し
次

の
通
り
任
務
分
担
を
確
認
し
た
。

◇

【
執
行
体
制
及
び
任
務
分
担
】

◎
執
行
委
員
長

　

沢
田  

光
広
（
北
上
幹
保
技
セ
）

〈
総
括
、
政
治
共
闘
部
長
〉

◎
執
行
副
委
員
長

　

佐
々
木
政
志
（
盛
岡
車
両
セ
青
派
）

〈
法
対
部
長
、
企
画
部
員
、
政
治

　

共
闘
部
員
〉

　

袰
岩　

哲
彦
（
Ｌ
ｉ
ｖ
ｉ
ｔ
・
矢
巾
駅
）

〈
総
務
・
財
政
部
長
、
調
査
部
長
、

　

教
宣
部
員
〉

◎
書
記
長　

専
従

　

菊
池　

要
悦
（
盛
岡
駅
）

〈
企
画
部
長
、
業
務
部
長
〉

◎
執
行
委
員

　

及
川　
　

孝
（
盛
岡
電
力
技
セ
）

〈
組
織
部
長
、
青
年
対
策
部
長
、

　

業
務
部
員
、
家
族
会
担
当
〉

　

横
内　

俊
博
（
盛
岡
土
木
技
セ
）

〈
教
宣
部
長
、
企
画
部
員
、
組
織

　

部
員
〉

◎
特
別
執
行
委
員

　

佐
々
木
研
司
（
Ｌ
ｉ
ｖ
ｉ
ｔ
・
矢
巾
駅
）

〈
盛
岡
支
部
担
当
〉

　

石
田　

春
夫
（
盛
岡
電
力
青
森
メ
セ
）

〈
青
森
支
部
担
当
〉

　

小
泉　

正
直
（
盛
岡
幹
線
運
輸
区
）

〈
青
森
支
部
担
当
、
新
幹
線
統
括

　

本
部
担
当
〉

　

斎
藤　

庄
司
（
元
・
盛
岡
運
輸
区
）

〈
国
労
会
館
盛
岡
地
方
部
長
〉

　

佐
々
木　

力
（
元
・
盛
岡
保
技
セ
）

〈
国
労
会
館
盛
岡
地
方
部
事
務
長
〉

◎
会
計
監
査
員

　

小
笠
原
勝
豊
（
二
戸
駅
）

　

淡
路　

明
則
（
盛
岡
土
木
技
セ
）

　

沖
田　

司
男
（
八
戸
幹
保
技
青
派
）

【
会
社
関
係
の
任
務
分
担
】

▽
盛
岡
支
社
関
係

〈
経
営
協
議
会
委
員
〉

　

沢
田　

光
広
（
代
表
）

　

菊
池　

要
悦
（
幹
事
）

　

佐
々
木
政
志

　

袰
岩　

哲
彦

　

及
川　
　

孝

　

横
内　

俊
博

　

石
田　

春
夫

　

高
瀬　

貴
弘
（
書
記
）

〈
団
対
交
渉
委
員
〉

　

菊
池　

要
悦
（
幹
事
）

　

及
川　
　

孝

　

横
内　

俊
博

　

高
瀬　

貴
弘

〈
苦
情
処
理
委
員
〉

　

菊
池　

要
悦
（
幹
事
）

　

佐
々
木
政
志

　

及
川　
　

孝

　

袰
岩　

哲
彦
（
補
欠
）

　

横
内　

俊
博
（
補
欠
）

　

石
田　

春
夫
（
補
欠
）　

〈
簡
易
苦
情
処
理
委
員
〉

　

菊
池　

要
悦
（
幹
事
）

　

佐
々
木
政
志

　

袰
岩　

哲
彦
（
補
欠
）

　

及
川　
　

孝
（
補
欠
）

▽
本
社
関
係

〈
経
営
協
議
会
委
員
〉

　

沢
田　

光
広

〈
交
渉
委
員
〉

　

菊
池　

要
悦

〈
新
幹
線
統
括
本
部
経
営
協
議
会

　

委
員
〉

　

沢
田　

光
広

　

小
泉　

正
直

【
東
北
協
議
会
関
係
の
任
務
分
担
】

　

議　
　
　

長　

沢
田　

光
広

　

幹　
　
　

事　

菊
池　

要
悦

　

会
計
監
査
員　

袰
岩　

哲
彦

【
組
織
内
関
係
の
任
務
分
担
】

〈
組
織
検
討
委
員
会
委
員
〉

　

佐
々
木
政
志

　

菊
池　

要
悦

　

及
川　
　

孝

　

横
内　

俊
博

【
盛
岡
国
労
会
館
、
相
互
援
護
会

　

関
係
任
務
分
担
】

〈
国
労
会
館
盛
岡
地
方
部
〉

　

地
方
部
長　

齋
藤　

庄
司

　

事
務
長　

佐
々
木　

力

　

運
営
委
員　

沢
田　

光
広

　

運
営
委
員　

菊
池　

要
悦

〈
相
互
援
護
会
〉

　

理
事
長　

沢
田　

光
広

　

事
務
長　

菊
池　

要
悦

　

理　

事　

佐
々
木
政
志

※

共
闘
関
係
は
紙
面
上
割
愛

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
見
え
た
職
場
課
題

労
働
組
合
の
必
要
性
を
確
信
す
る
菊池書記長
集約（要旨）

執
行
部
の

中
間
答
弁
要旨

2020年度

地
方
委
員

11
人
選
出

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

「
可
動
橋
」
最
優
秀
賞

（
青
森
駅
連
合
分
会
）

第
１
回
執
行
委
員
会
で
任
務
分
担
確
認

小原典昭代議員
（青森駅連合分会）

工藤慎一特別代議員
（北上地区協議会）

佐藤徳彦特別代議員
（電気協議会）


